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情報発信手段としてブログ等の授業への導入を考える 

 

○○○○高等学校 ○○ ○○（情報） 

 

研究の概要 

 この研究は，ウェブブラウザを用いて編集可能なウェブページ作成ソフトウェアであるブログ

とｗｉｋｉを取り上げたものである。情報発信手段の教材としてそれらのソフトウェアを使用す

る方法と，使用した効果について授業実践を通して考察した。 

 【キーワード】情報発信，ウェブページ，ブログ，ｗｉｋｉ，ウィキ 

 

１ はじめに 

 普通教科「情報」の目標は，情報化の進展を背景にこれからの社会に生きる生徒に，日常生活

において情報手段を適切に活用し，主体的に情報を選択・処理・発信できる能力を育成すること

である。 

普通教科「情報」の各科目のうち，本校では１学年において全員が情報機器を活用して情報を

選択・処理・発信できる基礎的な技能の育成に重点を置く「情報Ａ」を履修している。文書によ

る情報発信についてワードプロセッサやスプレッドシートソフトを用いて文書を作ることで行い，

プレゼンテーションについてはスライド作成ソフトを用いてスライドショーを作成することで行

っている。ネットワークを利用した不特定多数に対する情報発信については，ウェブページを作

成することで行っている。 

現代の生活においてウェブの隆盛は改めて述べるまでもない。そのためウェブページ作成によ

る情報の発信は重要であると考えている。そのウェブページの作成は，ウェブの原理の理解と作

成ソフトの操作方法に時間を割きたくないために，エディタを用いてＨＴＭＬのタグを記述する

ことで行う。完成させたウェブページは校内ウェブサーバにアップロードすることにより校内に

公開し，クラス内で相互に評価させている。 

 

２ 研究主題設定の理由と内容 

（１）研究主題設定の理由 

  前述のとおり，静的なウェブページを作成することでネットワークを用いた情報発信の技能

育成を行っていたが，いくつかの問題と疑問が生じた。 

  ひとつは，サーバへのアップロードについてである。サーバへのウェブページのアップロー

ドはＦＴＰを用いて行うのが普通である。本校では使いやすいフリーソフトウェアであるＦＦ

ＦＴＰを用いていたが，平成１９年度の機器更新によってインストールできなくなってしまっ

た。Ｗｉｎｄｏｗｓに標準で備わっているＦＴＰは使用できるが極めて使いにくく，ＧＵＩに

慣れた生徒にＣＵＩのソフトを使用させるには，その習熟のための時間も使わなくてはならな

い。 

  いまひとつは，静的なウェブページ作成に対する疑問である。実際に自身のウェブサイトを，

ウェページ作成ソフトなどを用いて作ったという生徒の話は聞いたことがなかった。ウェブペ

ージ作成ソフトを使うにしてもその使用方法を学ばなくてはならず，ファイル転送にもＦＴＰ
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ソフトウェアを使わなくてはならないからではないだろうか。 

  しかし，このごろは有名ブロガーの存在や炎上等が一般メディアにも載ることがあるくらい

ブログやプロフが身近なものになっている。また，簡単な情報収集の機会にウィキペディア

（１）を利用することも珍しいことではなくなっている。これらはＨＴＴＰによって動的に作成

や更新が行えるウェブページである。したがってウェブブラウザが利用できれば，コンピュー

タでなくとも携帯電話からであろうと作成や更新が行える。ところがそれらの動的なウェブペ

ージによる情報発信手段は教科書では簡単にしか触れられていない。そのため，ブログやプロ

フを通じての個人情報の漏洩や倫理観の欠けた内容に対する指導の機会もない。 

より実践的で生徒に身近な情報発信と考えられるそれらの手段を教材として取り上げ，その

長所短所について考え，より適切な情報発信方法の指導をしたいと思い主題とした。 

（２）研究の内容 

ア 授業で使う上で使いやすいブログやｗｉｋｉのサーバソフトウェアを選定する。 

 イ 現在の生徒のＷＷＷでの情報発信の実態と意識の調査をする。 

 ウ 教材としてのブログやｗｉｋｉの評価をする。 

 エ 授業を通して生徒の意識の変化を調査する。 

 

３ サーバソフトウェアの選定 

（１）研究環境の構築 

  本校のウェブサーバに直接研究環境を構築しては，何かあった場合授業等に影響が出るので

別にもう一台研究用のサーバを稼働させることにした。そのサーバソフトウェアは将来，本校

のウェブサーバで稼働させるので同じＯＳを使うことが望ましい。本校のウェブサーバのＯＳ

はＬｉｎｕｘをカーネルに使った市販のＵｎｉxライクなＯＳであるが，ＯＳは購入しがたい

ので，研究用サーバのＯＳには自分が使いなれたＦｒｅｅＢＳＤを使うことにした。 

 研究用のサーバは次のような仕様である。 

ＯＳ   ：ＦｒｅｅＢＳＤ６．３ｐ３ 

ウェブサーバ  ：ａｐａｃｈｅ２．２．９ 

言語ソフトウェア：ｐｅｒｌ５．８．８ ｐｈｐ４．４．８ ｐｙｔｈｏｎ２．５．１ 

以後，このサーバをｗｗｗ２と呼称する。 

（２）ブログソフトウェアの選定 

 レンタルではなく，サーバにインストールするタイプのソフトウェアでも表１のようなもの

が簡単に検索できる。 

  現在日本で最も普及している高機能なブログソフトウェアはＭｏｖａｂｌｅ Ｔｙｐｅであ

るが，学校での使用においても有償であり，かなりの高額になるようである。ＷｏｒｄＰｒｅ

ｓｓは世界的に最近急激に使用されることが多くなったブログソフトウェアである。ライセン

スがＧＰＬであり，日本でのユーザグループの活動も活発なようなので使用にも問題がなさそ

うであるが，データベースとしてＭｙＳＱＬが必要である。これはＮｕｃｌｅｕｓについても

同じことが言える。データベースを使用するソフトウェアは動作速度が速く，ページ管理もし

っかりしているが，データベースの設定やその動作に敷居が高い。そのためデータベース不要

のシステムから選択することになる。Ｌｉｌｙは使用言語がｒｕｂｙなので，それがインスト
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ールされていない本校のサーバでは動作させられない。 

ソフトウェア ライセンス 
データ

ベース
使用言語 特   徴 

Ｍｏｖａｂｌｅ Ｔｙｐ

ｅ（２） 

個人：無償 

その他：有償 
要 ｐｅｒｌ 

日本で最も普及している 

静的なデータ生成 

ＷｏｒｄＰｒｅｓｓ（３） ＧＰＬ（８） 要 ｐｈｐ 動的なデータ生成 

Ｎｕｃｌｅｕｓ（４） ＧＰＬ 要 ｐｈｐ 動的なデータ生成 

ｂｌｏｓｘｏｍ（５） ＢＳＤ（９） 不要 ｐｅｒｌ プラグインで機能を拡大 

ＢｌｏｇｎＰｌｕｓ（６） 
非商用：無償 

商用：有償 
不要 ｐｈｐ 日本で開発されている 

Ｌｉｌｙ（７） ＧＰＬ 不要 ｒｕｂｙ 日本で開発されている 

表１ ブログソフトウェアの例 

  ｂｌｏｓｘｏｍはライセンスがＢＳＤスタイルで，ｐｅｒｌで作成されているので問題なく

本校のサーバで実行できる。データベースも不要であるし，設定が簡単であると宣伝されても

いる。しかしｐｅｒｌやｒｕｂｙで作成されたソフトウェアはサーバ上ではＣＧＩとして実行

されるので，実行属性を設定する必要がある。その分転送と設定に手間がかかることになるの

で，文書と同じ読み取り属性で実行できるｐｈｐで

作成されたソフトウェアを使用したい。ｐｈｐで作

成されていてデータベース不要のブログソフトウェ

アとしてＢｌｏｇｎＰｌｕｓがある。 

  ＢｌｏｇｎＰｌｕｓは明示的に学校などの教育機

関での使用は無償であるとうたっており，開発が日

本で行われているため，設定などの疑問点があって

も安心である。今回はＢｌｏｇｎＰｌｕｓを選定す

ることにして，ｗｗｗ２に生徒一人一人のホームデ

ィレクトリを作成し，インストールした。 

図１ ＢｌｏｇｎＰｌｕｓ 

ライセンス体系 内      容 

ＢＳＤスタイル

ライセンス 

著作権の表示，無保証であることの免責事項とそれらのリストの表示をソフ

トウェアの改変と再頒布の条件とする。以上の条件を守れば，商用非商用を

問わずソースコードを改変して使用してかまわない。また改変したソースコ

ードを公開する必要もない。 

ＧＰＬ ソフトウェアのソースコードへアクセスする権利，改変する権利，再頒布す

る権利を保障することをソフトウェアの改変と再頒布の条件とする。改変を

受けて再頒布されるソフトウェアにもその権利が守られなければならない。

商用非商用を問わずソースコードを改変して使用してかまわないが，改変し

たソースコードを公開する必要がある。 

表２ ライセンス体系 
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  プロフについてはサーバにインストールするタイプのソフトウェアを検索したが，発見でき

なかったためインストールしたソフトウェアはない。 

（２）ｗｉｋｉソフトウェアの選定 

ソフトウェア 
ライセ

ンス 

データ

ベース
使用言語 特   徴 

ｙｕｋｉｗｉｋｉ（１０） ＧＰＬ 不要 ｐｅｒｌ 日本で開発された 

ｐｕｋｉｗｉｋｉ（１１） ＧＰＬ 不要 ｐｈｐ 上記の物をｐｈｐに移植 

ＭｏｉｎＭｏｉｎ（１２） ＧＰＬ 不要 Ｐｙｔｈｏｎ 
欧米の各種オープンソースプロジ

ェクトで使われている 

表３ ｗｉｋｉソフトウェアの例 

  数多くのソフトウェアが存在する

が，日本でよく知られている代表的

なソフトウェアは表３のものであろ

う。 

どのソフトウェアもＧＰＬであり，

データベースを必要とするものはな

い。ｐｈｐで動作するソフトウェア

はパーミッションの設定が比較的楽

なので，ｗｗｗ２にはｐｕｋｉｗｉ

ｋｉを選択してインストールした。

生徒一人一人のホームディレクトリ

に個人練習用のものを，ルートディ

レクトリに全員で作成する「原
はら

高
こう

辞

典」用のものをインストールした。 

 

図２ ｐｕｋｉｗｉｋｉ 

 

４ 現在の生徒のＷＷＷでの情報発信の実態 

 「情報Ａ」を履修している１年生１２６人に対して平成２０年９月に以下のアンケートを実施

した。２学期の授業からネットを利用した情報の収集及び情報発信について学ぶので，それ以前

の意識と実態の調査のためである。 

（１）実施したアンケートと回答状況 

Ⅰ性別  １男 ６９   ２女 ５７ 

 

Ⅱ自分のＷＷＷページについて 

①あなたはインターネット上に自分のＷＷＷページ(ホームページ，ブログ，プロフ等を含み

ます。以下同じ。)を持っていますか。 

 １はい ４０   ２いいえ ８６ 
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１はいと答えた方は②から⑥の設問に，２いいえと答えた方は⑦⑧の設問に答えてください。 

②あなたのＷＷＷページはどのような形態ですか。 

 １ホームページ作成ソフト等で作ったページ  １１ 

 ２ブログ                   ７ 

 ３プロフ                  ３３ 

 ４ｗｉｋｉ                  ０ 

 （複数の形態のページを持つ者が数人いるため合計は４０を超える） 

③あなたのＷＷＷページにはあなた自身の本名（姓だけ，名前だけも含みます）を掲載してい

ますか。 

 １はい ２３   ２いいえ １７ 

④あなたのＷＷＷページにはあなたの知人の本名（姓だけ，名前だけも含みます）を掲載して

いますか。 

 １はい ２５   ２いいえ １５ 

⑤あなたのＷＷＷページにはあなた自身の写真（顔がはっきりわかるもの）を掲載しています

か。 

 １はい １５   ２いいえ ２５ 

⑥あなたのＷＷＷページにはあなたの知人の写真（顔がはっきりわかるもの）を掲載していま

すか。 

 １はい １４   ２いいえ ２６ 

  

Ⅱ①で２いいえと答えた方に伺います 

⑦あなたはインターネット上に自分のＷＷＷページを作りたいと考えていますか。 

 １はい  ８   ２いいえ ７８ 

⑧⑦で１と答えた方だけに伺います。あなたの作りたいＷＷＷページはどのような形態ですか。 

 １ホームページ作成ソフト等で作ったページ １ 

２ブログ                 ３ 

３プロフ                 ３ 

４ｗｉｋｉ                ０ 

（無答１） 

 

Ⅲウィキメディアプロジェクトについて 

①ウィキペディアＷｉｋｉｐｅｄｉａやウィクショナリＷｉｋｔｉｏｎａｒｙ等（ウィキメデ

ィアのプロジェクト）を使って何かを調べたことがありますか。 

 １はい ３２   ２いいえ ６８ （無答２６） 

②ウィキペディアＷｉｋｉｐｅｄｉａやウィクショナリＷｉｋｔｉｏｎａｒｙ等は，内容が正

しいかどうかを誰も保証していないということを知っていますか。 

 １はい ２１   ２いいえ ７９ （無答２６） 
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ア Ⅱ－①②ウェブページを持っている生徒について 

あなたはインターネット上に自分のＷＷＷページを持っていますか

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

合計

 

図３ ウェブページを持っている生徒 

  ３２％の生徒が自分のウェブページを持っていると回答している。ほぼ３人に１人の割合

であるが，性別による差が著しい。男子は１６％と５人に一人未満なのに対して，女子は５

１％と半数強である。この後の設問でも女子の積極的な情報の発信についての姿勢がみられ

る。ウェブページを持つことはそれほど稀なことではなく，特に女子では普通のことである

ことが分る。 

それらの形態については，プロフが半数以上を占めているのがわかる。意外であったのは 

あなたのＷＷＷページはどのような形態ですか

無答, 1

作成ソフト, 11

ブログ, 7
プロフ, 33

 

図４ ウェブページの形態 

ホームページ作成ソフトを用いてウェブページを作成していた者が多かった事とブログが

少なかった事である。ホームページ作成ソフトを用いたページを持っている生徒は女子だけ

で，プロフも持っている傾向が強かった。ｗｉｋｉについては全く使われておらず，知られ

ていないと思われる。 

イ Ⅱ－③④⑤⑥個人情報の取り扱いについて 

   男女ともにほぼ半数の者が本名をウェブページに掲載していた。自分自身のものも知人の

ものもほぼ変わらない割合なので個人情報としての重要性があまり認識されていないようで

ある。人物の写真に関しては男女ではっきりと傾向に差がみられた。個人情報に関すること
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という認識がどこまであるのかわからないが，男子より女子のほうが写真を掲載することに

積極的，あるいは無頓着である。 

あなた
自身
の本
名を
掲載

してい
ます
か。

あなた
の知
人の
本名

を掲
載して

いま
すか
。

あな
た自
身の
写真
を掲
載して

いま
すか。

あなた
の知
人の
写真

を掲
載して

いま
すか。

男

女
0

10

20

30

40

50

60

70

 

図５ 個人情報の掲載 

ウ Ⅱ－⑦⑧将来ウェブページを持ちたい生徒について 

   現在ウェブページを持っていないが将来は持ちたいと考えている生徒は，男子については

１割に満たず，女子で約２割である。ここでも女子の情報発信の積極性がうかがわれるが，

数としてはかなり少ない。ウェブページを持ちたい生徒はほぼ高校１年生になるまでに持っ

ていて，それまでに持っていない生徒というのはその後も持ちたいとは考えないのだろう

か。そうだとすると，個人情報の保護や著作権といった教科「情報」のネットワーク社会に

対する教育内容は高校生に対してでは遅いということにならないだろうか。 

エ Ⅲ－①②ウィキメディアプロジェクトについて 

   ほぼ４分の１の生徒がウィキメディアプロジェクトを使って調べ物をしたことがあること

がわかる。しかしウィキメディアの特徴について知っているのかいないのかこのアンケート

ではよくわからない。Ⅱ－②やⅡ－⑧の回答でｗｉｋｉを使ったページが皆無であることを

考えると，むしろ誰もが編集できるという特徴をもったｗｉｋｉそのものが知られていない

ようである。 

ウィキペディアWikipedia等を使って
何かを調べたことがありますか

はい
25%

いいえ
54%

無答
21%

ウィキペディアwikipedia等は、
内容が正しいか誰も保証していないと

いうことを知っていますか

はい
17%

いいえ
62%

無答
21%

 

   図６ ウィキメディアの利用        図７ ウィキメディアについての知識 
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（２）アンケートを通して 

  アンケートを通してブログとｗｉｋｉを教材として使うことについて気のついた点を２点挙

げる。 

  一つは，やはりプロフの普及である。男女ともにウェブページを持っている生徒の８割以上

がプロフである。また思ったよりブログが使われていなかったことが意外であった。残念なが

らプロフを校内のサーバで実行できるソフトウェアが見つからないので教材として使うことが

今のところできない。 

  もう一つは，ｗｉｋｉがあまりにも知られていないということである。無関心といっていい

かもしれない。当初はブログを中心に授業への導入を考えていたが，ウィキメディアプロジェ

クトの利用法とともにｗｉｋｉの特徴を体験させることは，場合によってはブログによる情報

発信より重要になるのではないかと考えるようになった。 

  アンケートは前述のとおり，ネットを利用した情報の収集及び情報発信や個人情報の保護な

どについて学ぶ以前に実施したものである。そのため個人情報の流出にとても無頓着であっ

た。授業では，写真などの情報が一度ネットに流出してしまうと回収が不可能なこと，断片的

な情報からの個人の特定が可能なことについて具体例をあげて，特に強調して指導した。 

 

５ 教材としてのブログとｗｉｋｉ 

 前述のとおりライセンスの条件およびソフトウェアの条件からブログとしてＢｌｏｇｎＰｌｕ

ｓ，ｗｉｋｉとしてはｐｕｋｉｗｉｋｉをｗｗｗ２にインストールして，本校３年生が選択履修

する「情報と表現」において「第３章 情報発信の基礎」の中のネットワークを活用した情報発

信の教材として授業を行った。 

（１）ＢｌｏｇｎＰｌｕｓを使用した日記ページの作成 

 次のような指導計画で日記ページを作成した。ブログなので他の生徒の作成したページに積

極的にコメントを書くように指示した。 

 ＢｌｏｇｎＰｌｕｓの設定（１時間） 

 日記の作成（４時間） 

 ブログの評価と感想（１時間） 

ア ＢｌｏｇｎＰｌｕｓの設定 

  ＢｌｏｇｎＰｌｕｓは使用する前に個人の設定を行わなくてはならない。管理者のページ

の名前やパスワードの設定などを行うのに時間がとられてしまった。比較的簡単な設定で済

むのだが，３９人全員に行わせるのは結構な負担であった。 

   設定は１時間の予定であったが，実際には２時間を必要としたのでブログの評価と感想が

行えなかった。 

イ 日記の作成 

   日記を書き，コメントもできるだけ全員に対して書くように指示した。しかしいきなり日

記を書ける者ばかりではないので苦労したようだ。ただ文があるだけといった者もいた。ま

た，全く交遊がない者にコメントを書くのも気が引けるので活発にコメントを書くことはで

きなかったようである。一つの教室で作成しコメントしているので，自然に炎上するような

日記の内容やコメントが書かれることはなかった。しかし一つ一つのコメントを見ると，こ
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れが顔見知りでない他人に対して書かれていたらどうなっているだろうかと思われるものも

あった。 

                  図８ 日記 

 

 

図９ 日記に対するコメント 
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（２）ｗｉｋｉの使用と「原
はら

高
こう

辞典」の作成 

 次のような指導計画のもとにｗｉｋｉを使った情報発信の授業を行った。ｗｉｋｉを使った

事典類の特性を理解するために，本校を中学生や新入生に紹介するための辞典を作成すること

にした。 

  メモ帳を使ったウェブページの作成（２時間） 

  ｗｉｋｉを使った動的なウェブページの作成の基礎（２時間） 

  「原高辞典」の作成（３時間） 

  「原高辞典」の評価と修正（１時間） 

ア メモ帳を使ったウェブページの作成 

   ウェブページの原理と作り方を復習するためにメモ帳を使って簡単なウェブページを作成

し，ｗｗｗ２上にアップロードした。タイトルと本文が１行の様な簡単なページにも関わら

ずタグをたくさん書かなくてはならず，さらに多数の人間にそのページを見せるためにはサ

ーバにアップロードしなくてはならない手間を実感したと思う。ウィンドウズのＦＴＰを用

いてアップロードしたので，うまくアップロードできなかった生徒もいた。 

イ ｗｉｋｉを使った動的なウェブページの作成の基礎 

   いきなり辞典を作成できないので，基本的なｗｉｋｉの使い方を説明して簡単なウェブペ

ージを作成した。メモ帳を使った時と比べて特に次の点を強調した。 

  ・タグよりも簡単なキーワードで画面の編集ができること 

  ・ブラウザを使ってサーバ上のページを直接操作できること 

  ・パスワードを設定しなければページの操作は誰にでも出来ること 

  ・操作されたページを簡単に元に戻せること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１０ ｗｉｋｉで作ったウェブページ 
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最後の２点については２時間の授業時間のうち，１時間目に作成していたページを２時間

目までに教師が削除しておいて生徒に復元させることで行った。差分，バックアップが自動

的にとれるｗｉｋｉの特性に軽い驚きを感じた生徒もいたようである。しかし，行ごとの差

分表示や復元の方法に煩わしさを感じた生徒も多かったように思う。また，１度きりの復元

では深い印象を残せたとは思えない。複数回削除するだけではなく他人のページを編集し

て，改竄や編集合戦（１３）のシミュレートをしてみるのも良かったかもしれない。 

Wikipedia:編集合戦 

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』 

編集合戦（へんしゅうがっせん、Edit war）とは、2人またはそれ以上の執筆者が他の人

が行った編集の一部または全部の差し戻しを繰り返すことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１１ バックアップと差分表示 

ウ 「原
はら

高
こう

辞典」の作成 

   ｗｉｋｉの使い方がわかったところで，生徒３９人を２人または３人のグループに分け

た。五十音順の項目を各グループで重複しないようにしてページを作成した。作成にあたっ

てトップページにあるように，丁寧な言葉を使う，誹謗，中傷はしない，個人名は出さない

ことの他に画像を必ず入れる，文字の飾り付けを２つ以上使う，１項目は１ページで作成す

るということを条件にした。オリジナルのコンテンツの作成に関しては苦手に思う生徒が多



情－1－12 

 

いようであったが，本校の特徴をとらえた項目を選びだせたようである。ｗｉｋｉの特徴を

生かしてウェブ上で複数人が編集してほしいと思ってグループでの作成を行ったが，こちら

の意に反して席を移動して相談してから一つのブラウザから作成していた。 

 

             図１２ 「原高辞典」トップページ 

 

図１３ 原高辞典「潮
うしお

祭
さい

」 
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エ 「原
はら

高
こう

辞典」の評価と修正 

   辞典を作成し終わった段階で，自分の作成したページの良かった点と直したほうが良い

点，「原高辞典」の中で良いと思ったページとその理由，今回の「原高辞典」作成をしてみ

てウィキペディアについてどのように感じ方が変わったか，「原高辞典」作成についての感

想をとった。 

   自分の作成したページの良かった点については，多くの生徒が「カラフルにできた」，

「短い文章で読みやすく出来た」ことを挙げていた。逆に直したほうが良い点については

「情報が少なすぎた」点を多くの者が挙げていた。最も良いと思うページは「潮
うしお

祭
さい

」「ワ

ープロ検定」を挙げる生徒が多かった。その理由として前者は色や画像が多くきれいで見や

すかったことがあげられ，後者は表の使用と内容の詳しさを挙げていた。 

   評価が終わってから他人が書いた項目で自分が直せるところがあったら変更するように指

示したが，変更しようとする者はいなかった。誰でも編集でき，管理者は復元できるｗｉｋ

ｉの特性を「原高辞典」上では実践できなかったことが残念であった。 

オ ウィキペディアへの対応の変化 

   ｗｉｋｉを使って辞典を作成した後で尋ねたウィキペディアについての感想のいくつかを

次に引用する。 

生徒Ａ「いろいろな人が勝手に編集することが可能だということを初めて知りました。使い

方を気をつけないと大変なことになると思いました。」 

生徒Ｂ「ｗｉｋｉｐｅｄｉａというものを初めて知りました。使ったこともなくて，使い方

に迷ったけど使い方次第でいろ②出来るんだと思いました。」 

生徒Ｃ「たくさんの情報があってよかったと思ったけど，正しい情報ばかりではないのでき

ちんとした情報を載せてほしいと思った。」 

生徒Ｄ「いろいろ調べることができるのが分かりました。しかし，いろいろなうそや，まち

がった情報を伝えてしまうことがあるそうなので，あんまり信じれないかもしれ

ません。でも，友達とあそびで見たりするならいいのではないかと思います。」 

全体的に懐疑的にみる生徒と，とても便利でこれから頻繁に利用したいという生徒の両極

端になっているようである。 

 

６ 課題 

 授業を行ってみると次のような課題が残された。 

（１）プロフソフトウェア 

  アンケートでは，生徒にとってのウェブによる情報発信とはプロフとイコールといってよい

結果であった。そのプロフを教材として取り上げることができなかったのが残念である。また

もしサーバにインストールするタイプのプロフソフトウェアが存在したとしても，携帯電話で

アクセスできるサーバでは「校内で安全に実験」するというわけにはいかない。プロフに関し

ては，ブログやｗｉｋｉのように実際にインターネット上で使われているものと同じソフトウ

ェアを教材に用いるのではなく，携帯電話そのものをシミュレートすることも含めた教材が必

要になるのではないだろうか。 
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（２）指導方法 

  情報発信の教材としてとても有効だろうと考えられるソフトウェアであるが，自分にはでき

なかったことがいくつかある。次の様に指導方法を改善すればさらに役に立つと思われる。 

ア ブログ 

   基本的に日記を書くソフトウェアであるが，どのようにして何を書かせるのかが教員の指

導力の見せ所ではないかと考えられる。生徒が積極的に文章を書けるような条件作りが行え

るようにしたい。 

   今回は，ほとんどのコメントが表面的なものばかりで炎上は起きなかったが，炎上をシミ

ュレートできていれば情報モラルの教材としても使用できるだろう。しかし，炎上やいじめ

は掲示板やネットニュースの方が実践しやすいかもしれない。 

   個人情報の保護や情報モラルについては「情報と表現」という科目の性格もあって，個人

名は出さないこと以上には取り上げることはできなかった。 

イ ｗｉｋｉ 

   本来ｗｉｋｉはウェブ上での共同作業によるページ作成を狙ったソフトウェアである。使

用方法習得のためにサーバ上の各自のホームディレクトリに個人のページを作成して練習し

たが，最後までウェブ上での共同作業に持っていくようには指導できなかった。作成するペ

ージの内容などを吟味してウェブ上の共同作業ができるようにしたい。 

   前述のとおり，ｗｉｋｉのもう一つの特徴として編集の復元がしやすいというものがあ

る。今回それを教師による文章の一部削除とその復元という形で行った。しかしこれでは改

竄，編集合戦というウィキペディアの負の面に対する理解が不足してしまうのではないだろ

うか。これからは生徒による他の生徒のページの変更を何回か行わせてみようと考えてい

る。それによって，ある大学での課題に対して学生の大部分がウィキペディアの同じページ

だけを参照していたためにレポートの大多数が同じ箇所を同じように間違えていた事件（１

４）や，ある高校生が他人に同じ内容のレポートを書かれないようにするためにウィキペデ

ィアのあるページを削除してしまった事件を防ぐことにつながるのではないかと考えてい

る。 

（３）ソフトウェアインストールの問題 

  ソフトウェアの選定に際してインストールが簡単なものにした。そのため個人が自分自身の

ためにそれらのソフトウェアをインストールすることはそれほど難しいことではない。しか

し，生徒に教材として使わせようとすると生徒人数分のインストールが必要になる。今回は，

サーバへ生徒一人一人を登録して，そのホームディレクトリに２つのソフトウェアを置くこと

にした。ホームディレクトリの雛形に両ソフトウェアをコピーして置けば良いので簡単である

が，管理者権限で行わなければならない。個人的にホームディレクトリにＣＧＩ等を置いて実

行することなどに慣れている人でも管理者権限を行使することには抵抗があることも多いであ

ろう。逆に，生徒一人一人にＦＴＰでファイルを送らせ設定させる方法もある。しかしそれで

は生徒にＦＴＰを使わせずにウェブページを作らせたいという当初の目的から逸脱してしまい

意味がないと考えられる。 
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７ まとめ 

どの学校のサーバにもインストールできること，インストールが簡単であることを条件に選定

した。ブログではＢｌｏｇｎＰｌｕｓ，ｗｉｋｉではｐｕｋｉｗｉｋｉというソフトウェアが存

在し，教材として実際に授業に使用できた。ＦＴＰを用いずにウェブページを校内に公開するこ

とが可能になった。 

 生徒にとって情報発信の道具としてはプロフが非常に身近な存在である。そして個人情報の取

り扱いについては無頓着な者が多かった。ブログは閲覧することはしても，自分で使うことはあ

まり多くなかった。ウィキメディアを使ったことのある生徒は全体の４分の１程度で，それらの

土台であるｗｉｋｉはほとんどその存在を知られていなかった。ブログやｗｉｋｉのページを作

成することによって，情報発信の道具としてのそれらに対する理解がある程度できたと思う。特

にｗｉｋｉの編集はなかなか行うことができないことなので良い経験になったと思う。そして限

定的ではあるが，ネット上の情報の信頼性について考えられるようになった。 

 前項で挙げた課題をできるだけ解決して，動的に作成できるウェブページを授業で実践してい

きたい。 

 

８ 参考 

（１）ウィキペディアメインページ  http://ja.wikipedia.org/wiki/ 

 

（２）シックスアパート Ｍｏｖａｂｌｅ Ｔｙｐe http://www.sixapart.jp/movabletype/ 

 Ｍｏｖａｂｌｅ Ｔｙｐｅはシックス・アパート社のＣＭＳ製品です 

 

（３）WordPress 日本語ローカルサイト   http://ja.wordpress.org/ 

 

（４）Ｎｕｃｌｅｕｓ ＣＭＳ Ｊａｐａｎ  http://japan.nucleuscms.org/ 

 

（５）blosxom :: the zen of blogging   http://www.blosxom.com/ 

 

（６）BlognPlus（ぶろぐん＋）公式サイト  http://www.blogn.org/ 

 

（７）lily - シンプルなサイト構築システム  http://lily.sourceforge.jp/ 

 

（８）GNU GENERAL PUBLIC LICENSE  http://www.gnu.org/licenses/gpl.html 

 

（９）Open Source Initiative OSI - The BSD License:Licensing 

http://www.opensource.org/licenses/bsd-license.php 

 

（１０）YukiWiki     http://www.hyuki.com/yukiwiki/ 

 

（１１）PukiWiki FrontPage    http://pukiwiki.sourceforge.jp/ 
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